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〈育成することを目指す資質・能力〉 

学年 3 年 4 年 5 年 6 年 特別支援 

 府中ＰＲ大作戦 

府中のよさ 

よりよい町づくり大作戦 

 

ものづくり府中プロジェクト つながりプロジェクト 野菜のいいとこ使い隊 

テーマ 町づくり 環境・福祉 地域産業 伝統文化・キャリア 食 

探究課題 
・地域の伝統や文化とその継承

に力を注ぐ人々 

（伝統文化） 

・環境保全活動を行う企業・地域

の取組と支援する人々（環境） 

・高齢者や障害者とその暮らし

を支援する仕組みや人々（福祉） 

・地域産業とそれに携わる人々

の思いや願い（地域産業） 

・地域の伝統や文化とその継承

に力を注ぐ人々（伝統文化） 

・地域の未来と自己の将来（キャ

リア） 

・食をめぐる問題と地域の農業

や生産者の願い（食） 

探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力 

知
識
及
び
技
能 

知識の概念化 

地域の特色や自然の素晴らしさ

があることを知るとともに、そ

れを守る人々が存在しているこ

とを理解することができる。 

・企業がごみを減らすためにし

ている取組や工夫が分かる。 

・高齢者や障害者にとってより

良い介助や支援の仕方を知り、

相手の気持ちに寄り添うことが

大切であることが分かる。 

地域には多様な産業があること

を知るとともに、その産業と自

分たちの生活がつながっている

ことを理解することができる。 

地域には様々なよさや課題があ

ることを知るとともに、課題の

解決に向けての取組が地域の未

来を創造することにつながって

いることを理解することができ

る。 

地域の農業のよさと課題、携わ

る人々の願いを知ることができ

る。 

技能の身体化 
情報を比較・分類するなど、探究の過程に応じた技能を身に付ける

ことができる。 

情報を比較・分類・関係付けるなど、探究の過程に応じた技能を身に

付けることができる。 

必要な情報を抽出したり比較し

たりする技能を身に付ける。 

探究的な学習の
よさの理解 

地域を大切にしたいという自分

たちの思いの変容は、地域のよ

さや人々の思いについて探究的

に学んだことによる成果である

と気付く。 

高齢者や障害者への接し方など

自分の意識や行動の変容は高齢

者等とその暮らしについて探究

的に学んだことによる成果であ

ることに気付く。 

地域産業を大切にしたいという

自分の意識や行動の変容は、地

域産業を支える人々の願い等に

ついて探究的に学んだことによ

る成果であると気付く。 

地域の未来と自分の将来への意

識や行動の変容は、地域の伝統を

引き継ぎ、支える人々の願いにつ

いて探究的に学んだことによる

成果であると気付く。 

食事に対する自分の意識や行動

の変容は、食の問題や生産者の

願い等について探究的に学んだ

ことによる成果であると気付

く。 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

課題の設定 
自分の関心から地域についての課題を設定し、解決に必要な調査方

法を明確にしながら計画を立てることができる。 

自分たちを取り巻く地域社会に広く目を向け課題を見出し、解決の

方法や手段を考え、見通しを持って計画を立てることができる。 

体験活動から解決方法を考えて

追究する。 

情報の収集 
人に聞いたり、図書館や ICT を活用して調べたりして、必要な情報

を集めることができる。 

多様な方法で自分の目的や意図に即した情報を収集し、種類に合わ

せて誌面やＩＣＴで蓄積することができる。 

目的に応じた対象を決め、自分

たちの身近なところから情報を

集める。 

整理・分析 

集めた情報を比較し、観点ごと

に分類し、表などを用いて整理

することができる。 

集めた情報を表やグラフ、思考

ツール等を用いて分類・整理し、

特徴を見つけることができる。 

いろいろな思考ツール等を用い

て、集めた情報を整理し、情報と

情報との関係を考えることがで

きる。 

適切な思考ツール等を選んで情

報を整理し、情報と情報がどの

ような関係にあるか、見出すこ

とができる。 

集めた情報を表やグラフ、思考

ツール等を用いて整理すること

ができる。 

まとめ・表現 

他教科等で培った表現力等を生

かし、相手に伝わるようにまと

めることができる。 

他教科等で培った表現力等を生

かし、相手に応じて分かりやす

く表現することができる。 

他教科等で培った表現力等を活

用し、目的に応じて手段を選択

し、情報収集やまとめ等を行う

ことができる。 

他教科等で培った表現力等を活

用したり、学習の仕方を振り返

り他の学習や生活に生かしたり

することができる。 

相手に応じてわかりやすくまと

め・表現する。 

学習したことを振り返り、生活

に生かそうとする。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

主体生・ 

協働性 

自分と違う意見や考えの良さを生かしながら協力して学び合おうと

する 

自分の意志で、目標を持って課題の解決に向けた探究に取り組もう

とする。 

課題の解決に向け、目的意識を

もって意欲的に取り組もうとす

る。 

身近な人と力を合わせて探究活動に意欲的に取り組もうとする。 
自分と仲間のよさを生かしながら協力して問題の解決に向けた探究

に取り組もうとする。 

課題解決に向けて、友達や地域

の人と力を合わせて探究活動に

取り組もうとする。 

自己理解・ 

他者理解 

探究的な活動を通して、自分の特徴やよさを理解しようとする。 
探求的な活動を通して、自分の生活を見直し、自分の特徴やよさを

理解しようとする。 

探究的な活動を通して、自分の

特徴やよさを理解しようとす

る。 

自分と異なる意見や考えがあることに気付き、相手の立場を理解し

ようとする。 

探求的な活動を通して、異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重

しようとする。 

自分と異なる意見や考えがある

ことに気付き、相手の立場を理

解しようとする。 

将来展望・ 

社会参画 

探究的な活動を通して、自分の夢や希望を見付けようとする。 
探究的な活動を通して、自己の生き方を考え、夢や希望などを持と

うとする。 

探究的な活動を通して、自分の

夢や希望を見付けようとする。 

自分と地域のつながりに気付き、自分にできることを見付けようと

する。 

探究的な活動を通して、進んで実社会・実生活の問題の解決に取り

組もうとする。 

自分と地域のつながりに気付

き、自分にできることを見付け

ようとする。 

＜本年度の主な学習活動＞ 

 

学習活動 

３
年 

地
域 

「地いきの人とつながりたい～国府未来予想図～」 

・国府学区をどのような地域にしたいかを想像し、地域の方々の願いを知り、国府演 JOY 祭を通し

て何ができるか考え、実行する。 

・地域の人に感謝を伝えることを通して地域とつながりをもつことを考える。 

４
年 

環
境
・

福
祉 

「だれもが住みやすい町に」 

・企業と連携し、府中市が抱えるごみ問題について調査し、発信する。 

・障害者・高齢者の視点で住みやすい町であるか考え、体験・調査したことを基に自分たちにできる
ことを考えて発信する。 

５
年 

産
業 

「府中家具を広めよう」 
・府中家具の現状を知り、府中家具を多くの人に知ってもらうために府中家具のＰＲ動画を作成して

発信する。 

６
年 

生
き
方 

「国府演ＪＯＹ祭で地域とつながろう」 
「これが自分の歩む道！～自らの軌跡をたどって～」 

・先達との出会いから生き方を学び、地域の一員としての自己の在り方を見つめると共に、これか
らの自分に活かせることを認知する。 

特
別 

支
援 

食 

 

自
然 

野菜のいいとこ使い隊!! 

・地域の食材を使った料理を考える。 
・調理したものを地域の人に紹介する。 

 

【府中市】国府小学校 

＜児童の実態＞ 
・明るく積極的であり、地域の人との 
ふれあいに関心を持っている。 

・表現力の不十分さからコミュニケー        
ションにおける課題がある。 

＜地域の実態＞ 
・ＰＴＡ、学校運営協議会等を中心
に、学校の教育活動への理解と協力
態勢が整っている。 

・総合的な学習の時間や表現活動、学
校行事など、必要な支援を得ること
ができ、地域のお年寄りとの交流を
もつことができている。 

＜保護者の願い＞ 
・確かな学力、豊かな人間性、健やか
な体を育成すること。 

・充実していて安心できる学校生活を
送ること。 

 

 

＜地域の願い＞ 
・気持ちの良いあいさつを交わし合
い、コミュニケーションを図り、深
くつながっていきたい。 

『知り合う・分かり合う・つながり合
う』 

【学校の教育目標】 

世界や地域とつながり、未来を切り拓く力の育成 

 

＜指導方法＞ 
①児童の課題意識を
連続発展させる支
援 

②児童の見とりを基
にした、個に応じ
た指導の工夫 

③協働的な学習活動
の充実 

④言語活動による体
験の意味の自覚化 

⑤教科との関連化 

＜学習の評価＞ 
①活動観察（調査活動・発
言・準備の進め方） 

②作品分析（学習カード・
まとめ作品・ノート） 

③ワークシート等（自己評
価・相互評価・外部評
価） 

④聞き取りによる調査（課
題設定の理由・学習計
画・まとめ方法） 

⑤アンケートによる意識調
査（事前と事後・変容の
分析） 

＜指導体制＞ 
①校内組織の整備の
配置、推進委員会
の設置 

②オープンスペース
の活用と学年全体
での指導の活用を
意識して行う。 

③地域教育力の積極
運用（ゲストティ
ーチャー、K ネッ
トとの連携） 

④担任以外の教職員
による支援体制の
確立 

総合的な学習の時間 第１の目標 

【総合的な学習の時間の目標】 

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、ことに関わる総合的な学習を通して、目的や根拠

を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることができるようにするために、以下の資

質・能力を育成する。 

(1) 地域及び世界の人々やその仕事、文化に関わる探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な

知識及び技能を身に付けるとともに、地域の人、もの、ことの特徴やよさ、それを支える人々の努

力や工夫に気付く。 

(2) 地域の人、もの、ことの中から問いを見いだし、その解決に向けて仮説を立てたり、調査して得た

情報を基に考えたりする力を身に付けるとともに、根拠を基にして考えたことを、相手や目的に応

じて分かりやすくまとめ・表現する力を身に付ける。 

(3) 地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、自分と仲間

のよさを生かしながら、自ら社会に参画しようとする態度を育てる。 

 


